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年間テーマ

年間テーマ 年間テーマ

　掛川市は広い行政区域を持ち、４市１町の隣接市町があります。市民の生活範囲も広域化しています。
市民生活がより安全安心で豊かになるよう、近隣市との連携、協力が重要です。現行の広域連携事業の再
確認をし、掛川市が周辺地域とともに一層発展し、市民サービスの向上が図れるよう、効果的な行政の在
り方について研究します。

　各常任委員会は年間テーマを決めて調査研究を行います。市当局への
聞き取り、現地調査、参考事例の研究などを進め、議会報告会で中間報
告を行うとともに市民の皆さんからの意見を伺い、政策提言に向けて議
論を重ねていきます。
　興味のあるテーマはありますか？

　近年の豪雨災害や気温上昇などにより異常気象
を実感し、気候危機への懸念から持続可能な社会
への関心が高まりだしています。
　意識を持ったエコ活動だけではなく、これまでの
常識を変えることの重要性を調査し、地球温暖化
対策の研究をしていきます。
※カーボンニュートラル・・・温室効果ガスの排出量と
　吸収量を相殺して排出量を全体としてゼロにすること

　本市の子どもの貧
困率は平成 29 年の

調査で13.4％とされ、新型コロナウイルス感染症
によってその数字はさらに悪化していると考えられ
ます。子どもの貧困は、子どもの将来を閉ざし、
社会の損失となります。子どもの貧困を減らし持
続可能な社会を目指すためにも年間テーマとしま
した。
　まずは市内の状況・実態や市外県外の先進事例
を調査研究し、本市に足りないこと、取り組めるこ
とを協議していきます。

市の計画策定や執行、まちづくりや防災や消防などについて扱います。

商工農など産業全般と道路や公園、環境、ごみ、
上下水道などについて扱います。 健康・福祉・教育などについて扱います。

掛川市のカーボンニュートラルに向けた
意識改革

子どもの貧困対策

環境産業委員会 文教厚生委員会

総務委員会 委員長
寺 田 幸 弘

委員長
藤 原 正 光

委員長
嶺 岡 慎 悟

近隣市町との連携による効果的な行政の
在り方について

茶のみやきんじろう ©️ 掛川市

各常任委員会 年間テーマ
令和３年６月定例会 かけがわ 市議会だより 2



総務委員会　　委員長 寺田幸弘

環境産業委員会　　委員長 藤原正光

文教厚生委員会　　委員長 嶺岡慎悟

No.

視

察

箇

所

地
区

1
掛
川
市
役
所
本
庁
舎
１
階

ロ
ビ
ー
天
井
改
修
工
事

長

谷

2
中
央
消
防
署

掛

川

3
西
分
署　

富

部

4
大
坂
・
土
方
工
業
用
地

大
坂
ほ
か

5
リ
バ
テ
ィ
ー
リ
ゾ
ー
ト
大
東
温
泉

国

安

6
旧
睦
浜
幼
稚
園　
仮
備
蓄
倉
庫

三

俣

7
掛
川
潮
騒
の
杜

大

渕

No.

視

察

箇

所

地
区

1
市
道
掛
川
高
瀬
線
道
路
改
良

工
事

岩
井
寺

2
大
坂・土
方
工
業
用
地

大
坂
ほ
か

3
リ
バ
テ
ィ
ー
リ
ゾ
ー
ト
大
東
温
泉

国

安

4
掛
川
潮
騒
の
杜

大

渕

5
公
共
下
水
道
大
須
賀
浄
化

セ
ン
タ
ー

沖
之
須

6
き
ら
ら
サ
テ
ラ
イ
ト

和

田

7
原
里
浄
水
場

原

里

8
原
谷
橋（
長
寿
命
化
）

本
郷
・

幡

鎌

9
吉
岡
大
塚
古
墳

吉

岡

10
ゆ
う
ゆ
う
パ
ー
ク
整
備
工
事

下
垂
木

11
市
道
桜
木
中
央
線
道
路
改
良

工
事

下
垂
木

No.

視

察

箇

所

地
区

1
き
ら
ら
サ
テ
ラ
イ
ト

和

田

2
き
と
う
こ
ど
も
園
建
設
予
定
地

下
土
方

3
吉
岡
彌
生
記
念
館

下
土
方

4
大
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

大

坂

5
教
育
セ
ン
タ
ー（
大
東
支
所
３
階
）
三

俣

6
よ
こ
す
か
ぬ
く
森
こ
ど
も
園

横
須
賀

7
東
部
ふ
く
し
あ

「
か
け
が
わ
健
康
カ
レ
ッ
ジ
」
薗
ケ
谷

8
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

（
掛
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
）

大

池

9
第
一
小
学
童
保
育
所

(

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
敷
地
内)

掛

川

10
智
光
こ
ど
も
園

仁
藤
町

11
み
な
み
さ
い
ご
う
の
ぞ
み
保
育
園

南
西
郷

　各常任委員会において、５月下旬　各常任委員会において、５月下旬
に各課主要事業の調査として、市内に各課主要事業の調査として、市内
の現地視察を実施しました。の現地視察を実施しました。

市内市内をを 視  察

　予算執行中の工事現場や
防災資機材の保管場所等を
中心に、市内７箇所の視察
を行いました。消防本部で
は、新型コロナウイルス感染
症に係る救急体制の対策、
西分署では救助訓練の様子
を視察し、現場の声を聞くこ
とができました。今後の委
員会運営に活かしていきま
す。

　対策を終えた安全な上下水道施設、民間譲渡された海
岸線地域の振興拠点、産業基盤強化の取り組みである工
業用地、掛川茶の振興につながる攻めの農業、長寿命化
による耐震補強や修繕を行う橋梁など、所管する主要事
務事業11箇所を視察しました。ポストコロナを見据えた新
しい掛川市
に向けて、現
場で確認した
状況を踏まえ
て活動してい
きます。

　待機児童対策として新設されている保育施設を中心
に、障がい者支援施設や教育施設等11施設を視察しまし
た。民間団体と市が連携しながら、市内の子育て、福祉、
医療が支え
られている
ことを再認
識し、今後の
委員会運営
に活かして
いきます。

中央消防署の職員による救急搬送訓練

リニューアルオープンした大東温泉

令和３年4月に開園したよこすかぬく森こども園

令和３年６月定例会かけがわ 市議会だより3



総務
委員会
委員長
寺田幸弘

環境産業
委員会
委員長
藤原正光

文教厚生
委員会
委員長
嶺岡慎悟

QQQ

QQQ

QQQ

QQQ

QQQ

QQQ

AAA

AAA

AAA

AAA

AAA

AAA

インターネット等によるインターネット等による
掛川特産品 PR 事業費掛川特産品 PR 事業費 
追加追加　 　 　 　 1,900 万円1,900 万円

掛川茶消費拡大事業掛川茶消費拡大事業
費 費 増　 　増　 　3,000万円3,000万円

低所得の子育て世帯生活低所得の子育て世帯生活
支援特別給付金給付事業支援特別給付金給付事業
費費    増増　 1億 2,997 万円1億 2,997 万円

　掛川市公式 LINE 登録者へ
アンケートを実施し、抽選で
地場産品
等をプレ
ゼント

　掛川茶のブランディングを
確立し、首都圏やWEBでの
広報等戦略的なプロモーシ
ョンを展開

　児童手当等受給・住民税均等
割非課税者または、コロナの影
響を受け家計
が急変した方
へ子ども一人
当たり一律5
万円給付

令和３年度補正予算関係議案などを審査するため、３つの常任委員会に付託され、以下の質問がありました。

常任委員会 委員長報告 補正予算 関係抜粋

　今回の補正は、主に国と県のコロナ対応臨時交付金を財源とした事業で、高齢交通弱者へのワクチン
接種支援、輸送事業者の支援を行なう新型コロナウイルス感染症対策事業や低所得のひとり親世帯への
支援、児童施設の感染対策、公立文化施設の感染拡大防止を行なうための予算などが盛り込まれました。

（第5号）2億8,458万円
（第6号）     7,414万円
（第7号）        780万円
498億2,260万2千円

補 正 額

補正後の予算額

企業連携活性化事業について
企業連携活性化事業委託料の追加につい
て、対象となる企業は何社あるのか。
重複する企業もありますが、包括協定 15社、
連携協定 27社、災害協定 208 社で、２５０
社程度です。

日本語教室について
創設された県の補助事業に対応した日本語
教室の詳細を伺う。
9月5日から11月28日までの期間で開催し、
1クラス10名、3クラスを予定しています。

公立こども園等の感染防止対策について
すこやかこども園と幼稚園の対策費を比較
すると、備品費と消耗品費の比率が大きく
違うがその理由を伺う。
すこやかこども園は厚生労働省、公立幼稚
園は文部科学省から補助金が出ているため、
補助金ごとに補助対象が異なるため比率が
違います。

学校教育ＩＣＴ化推進事業について
ＩＣＴ支援員の派遣について、１ヵ月に１回で
なく、２週間に１回程度派遣ができるようさ
らなる増額が必要ではないか。
現在は新たな研修を実施し、ＧＩＧＡ班を設置
して対応しています。予算の増額については
今後の状況を踏まえて検討していきます。

お茶の消費拡大事業について
大消費地である、首都圏での PRをしてい
くとのことだが、このコロナ禍においての
PRをどのようにしていくのか。
六本木駅周辺 3駅に電子看板で交通広告を
します。また、六本木にあるIT企業への売
り込みや、都内の販売会・展示会等におい
てもPRしていきます。

生涯学習センター改修工事について
文化ホール管理運営費について、生涯学習
センターの会議室空調設備の他にも心配さ
れる箇所があるのか。
ドーム屋根の一部に雨漏りがみられます。

令和 3年度 一般会計補正予算（第 5 号・第 6 号・第 7 号）の概要

令和３年６月定例会 かけがわ 市議会だより 4



吉
岡
彌
生
記
念
館
の
運
営
は

東
京
女
子
医
科
大
学
の
撤
退
を

受
け
、
来
場
者
の
減
少
も
危
惧
さ

れ
る
。
館
内
の
展
示
監
修
等
に
つ
い
て

も
今
後
も
同
大
学
と
の
関
係
を
継
続
す

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

今
後
も
引
き
続
き
大
学
側
と

連
携
を
深
め
て
い
く

市
民
の
健
康
維
持
・
増
進
を
目

的
と
す
る
「
掛
川
市
健
康
調
査

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｃ
」
で
は
、
健
康
や
看
護

を
テ
ー
マ
に
市
内
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
研
究
し
て
い
た
だ
い
た
成
果
を

展
示
す
る
な
ど
、
特
別
展
だ
け
で
な

く
様
々
な
面
で
大
学
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
、
大
学
側
と
連
携
を
深
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

掛
川
市
海
岸
線
地
域
の
発
展
は

海
岸
線
に
は
多
く
の
企
業
が
あ

り
、
安
心
安
全
の
象
徴
で
あ
る
防

潮
堤
整
備
に
つ
い
て
、
今
後
構
造
物
の

設
置
が
必
要
と
な
る
エ
リ
ア
が
多
く
な

る
が
、
令
和
６
年
度
で
進
捗
率
８０
％
達

成
は
可
能
な
の
か
、
ま
た
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
の
堆
積
飛
砂
に
つ
い
て
懸
念

さ
れ
る
が
対
策
は
あ
る
か
伺
う
。

防
潮
堤
整
備
の
令
和
６
年
度
で

進
捗
率
80
％
達
成
は
、
不
可
能

で
は
な
い

構
造
物
設
置
エ
リ
ア
に
お
け
る

整
備
手
法
の
検
討
や
、
無
償
の

盛
土
材
確
保
の
た
め
の
調
整
を
行
い
、

令
和
６
年
度
末
で
進
捗
率
80
％
を
達

成
で
き
る
よ
う
、
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
は
、
堤
防
の
最
上
部
に
移
設
し
、

更
に
海
側
の
森
林
を
再
生
す
る
こ
と

に
よ
り
、
砂
の
堆
積
の
抑
制
を
図
り

ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
策
は

全
国
的
に
地
方
都
市
の
中
心
市
街

地
の
衰
退
が
課
題
で
あ
る
が
、
一

向
に
解
決
の
兆
し
が
見
え
な
い
。
市
長

の
柔
軟
思
考
で
中
心
市
街
地
の
大
胆
な

再
生
・
活
性
化
策
の
見
解
は
。

「
人
」
中
心
の
ゆ
と
り
あ
る
空
間

整
備
を
進
め
て
い
く

現
在
、
新
た
な
中
心
市
街
地
活

性
化
の
方
向
性
を
検
討
し
て
お

り
、
今
年
度
か
ら
「
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
ス
タ
イ
ル
応
援
事
業
費
補
助
制
度
」

を
創
設
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
移
住

等
促
進
拠
点
整
備
事
業
費
補
助
制
度
」

を
新
設
し
、
市
内
の
空
き
家
等
を
活

用
す
る
事
業
者
等
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、「
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ

ブ
ル
推
進
事
業
」
と
し
て
、
今
年
度
、

「
歩
い
て
楽
し
め
る
ま
ち
掛
川
」
の
実

現
を
目
指
し
た
社
会
実
験
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
公
共
空
間
を

活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
、

車
中
心
か
ら
人
中
心
に
転
換
し
た
ゆ

と
り
あ
る
空
間
整
備
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

新
東
名
森
掛
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
活
か
す
戦
略
は

新
東
名
は
２
０
２
３
年
に
は
神
奈

川
県
、
愛
知
県
と
全
線
開
通
と
な

る
見
込
み
で

あ
る
。
森
掛

川
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を

活
か
す
発
想

や
戦
略
に
つ

い
て
伺
う
。

掛
川
の
美
し
く
豊
か
な
自
然
景
観

を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る

掛
川
の
美
し
く
豊
か
な
自
然
景

観
を
観
光
資
源
と
し
て
、
登
山
、

散
策
、
ゴ
ル
フ
な
ど
、
環
境
保
全
に

も
十
分
に
配
慮
し
な
が
ら
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
戦
略
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
久
保
田
市
長
の
所
信
表
明
に
つ
い
て

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

新東名高速道路

QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、各議員の一般質問の動画が視聴できます。

創
世
会

髙
橋
篤
仁

志
誠
会

草
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Q

QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、各議員の一般質問の動画が視聴できます。

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
更
な
る
取
り

組
み
が
必
要
で
は

コ
ロ
ナ
禍
で
市
税
収
入
が
昨
年
度

比
６
億
円
減
収
と
な
る
中
、
事
業

者
支
援
と
し
て
も
飲
食
店
と
の
返
礼
品

開
発
や
農
作
物
の
出
品
数
増
な
ど
更
な

る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
く

ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
に
は
、

基
本
で
あ
る
良
い
品
、
お
得
な

品
の
出
品
に
加
え
、
次
の
３
つ
の
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
１
つ
目
は

目
玉
と
な
る
返
礼
品
の
強
化
を
図
る
こ

と
、２
つ
目
は
高
額
返
礼
品
を
出
品
す

る
こ
と
、
３
つ
目
は
返
礼
品
申
し
込
み

サ
イ
ト
を
充
実
さ
せ
、
多
く
の
寄
附
者

の
目
に
留
ま
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
で

す
。
今
後
も
ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
に

取
り
組
み
、
最
終
的
に
は
商
品
の
購
買

や
関
係
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

浸
水
対
策
と
し
て
の
た
め
池
の

利
活
用
を

県
内
一
、
２
０
０
以
上
の
た
め
池

が
あ
る
当
市
に
お
い
て
、た
め
池

を
豪
雨
時
の
調
整
池
と
し
て
活
用
が
で

き
る
よ
う
に
豪
雨
前
事
前
放
流
、期
別
毎

低
水
位
管

理
、洪こ
う
ず
い
ば
き

水
吐

ス
リ
ッ
ト

な
ど
の
対

策
が
考
え

ら
れ
る
が
、

予
想
さ
れ

る
効
果
を

伺
う
。

た
め
池
の
活
用
は
浸
水
被
害
を

軽
減
す
る
効
果
が
あ
る

事
前
放
流
低
水
位
管
理
、
期
別

毎
低
水
位
管
理
な
ど
の
ソ
フ
ト

対
策
や
、
洪
水
吐
へ
の
切
り
欠
き
を

設
置
す
る
ハ
ー
ド
対
策
な
ど
は
、
河

川
や
下
流
水
路
へ
の
流
出
を
遅
ら
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
河
川
等
の
急
激
な

増
水
を
抑
え
、
浸
水
被
害
を
軽
減
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
活
用
し
学
ぶ
環
境
づ
く
り
を

市
民
や
学
校
現
場
か
ら
「
接
続
ト

ラ
ブ
ル
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
る
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
ぶ
た
め
に

今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
接
続
ト
ラ
ブ

ル
を
改
善
し
て
い
く
か
伺
う
。

安
定
し
た
通
信
環
境
の
構
築
を

目
指
し
て
い
く

昨
年
度
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
増
強
工
事
を
行
い
、
通
信
環

境
を
大
幅
に
改
善
し
ま
し
た
。
現
状

で
は
大
規
模
校
な
ど
で
一
部
接
続
の

遅
延
な
ど
の
報
告
を
受
け
て
お
り
ま

す
が
、
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
の
併
用
や

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
の
再
接
続
等
の
対
応
に

よ
り
大
部
分
が
改
善
で
き
て
い
ま
す
。

現
在
、
運
用
業
者
と
情
報
共
有
し
、

情
報
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
安
定
し
た
通
信
環
境
の
構
築
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を

掛
川
市
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
が

楽
し
め
る
取
り
組
み
に
、
今
後
、

障
が
い
者
も
含
め
て
考
え
る
べ
き
と
思

う
。
そ
こ
で
、「
お
茶
の
ま
ち
掛
川
」
と

い
う
こ
と
で
、
例
え
ば
、
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
の
一
つ
で
あ
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
「
チ

ャ
」
と
、
お
茶
の
「
チ
ャ
」
を
掛
け
て
、

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
推
進
す
る
と
い
う
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

小
中
学
校
や
高
齢
者
施
設
等

へ
の
普
及
、
啓
発
に
努
め
る

掛
川
市
で
は
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
を
目
的
に
、
ボ
ッ
チ
ャ

を
購
入
し
、
体
験
会
等
を
行
っ
て
お

り
、
小
中
学
校
で
も
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
体

験
し
た
後
は
、
参
加
者
み
ん
な
で
お

茶
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
、
小
中
学
校
や
高
齢

者
施
設
等
へ
の
普
及
、
啓
発
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

Q

Q

Q

A

A

A

A

ため池の貯水機能を高める洪水吐スリット

創
世
会

山
本
裕
三

創
世
会

山
田
浩
司
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
実
現
へ
の

取
り
組
み
は

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
公
表
し

た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
、
日
本
は
１
５
６
カ
国
中
、
１
２
０

位
で
あ
っ
た
。
特
に
政
治
・
経
済
分
野

に
お
い
て
、
女
性
議
員
や
閣
僚
、
管
理

職
が
少
な
く
、
そ
の
指
数
は
最
低
レ
ベ

ル
の
１
４
７
位
で
あ
っ
た
。
男
性
優
位

の
固
定
観
念
が
今
な
お
根
強
い
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

観
点
を
取
り
入
れ
た
施
策
を
増
や
す
こ

と
が
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
く
、
多
様

性
に
富
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
に
は
必
要
と

考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

計
画
策
定
に
向
け
男
女
共
同
参

画
を
推
進
す
る
施
策
を
検
討
し

て
い
くジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
、
性
別
に

か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
の
意
思

に
よ
っ
て
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に

発
揮
し
、
誰
も
が
活
き
活
き
と
幸
せ

を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
社
会
を
築
く
た
め
の
重
要
な
観
点

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
昨
年
度
、
性

の
多
様
性
に
配
慮
す
る
た
め
、「
公
的

書
類
に
お
け
る
性
別
記
載
基
本
方
針
」

を
策
定
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
、
第
４
次
掛
川
市
男
女
共

同
参
画
行
動
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
性
的
少
数

者
を
含
め
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視

点
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
女
性
へ
の
深
刻
な
影
響
を
踏
ま
え
、

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意

識
を
解
消
し
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
・

職
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
男

女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
施
策
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
等
で

悪
化
し
た
財
政
の
健
全
化
を
目
指
す
行
財

政
改
革
に
つ
い
て

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
向
け
た
交

流
人
口
の
拡
大
へ
の
取
り
組
み
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
は
、
特
に
宿
泊
・
飲

食
サ
ー
ビ
ス
業
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
交
流
人
口
の
拡

大
に
向
け
て
、
つ
ま
恋
リ
ゾ
ー
ト
彩
の

郷
な
ど
を
含
め
、
早
め
の
対
策
に
向
け

た
準
備
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

効
果
的
な
宣
伝
と
新
た
な
取
り

組
み
で
交
流
人
口
を
拡
大

掛
川
市
へ
来
訪
し
て
も
ら
う

き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
観
光

Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
、
効
果
的
な
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
交
流
人

口
拡
大
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
掛
川
市
内
の
宿
泊
施
設
と
観
光

施
設
を
利
用
す
る
修
学
旅
行
生
や
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
利
用
者
へ
の
補
助
金
を

創
設
し
ま
し
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
の
状

況
が
落
ち
着
き
次
第
、
開
始
す
る
予

定
で
す
。

企
業
誘
致
と
倉
真
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
取
り
組
み
は

上
西
郷
地
区
の
事
業
用
地
と
新
東

名
倉
真
第
２
Ｐ
Ａ
の
具
体
的
な
活

用
計
画
と
、
こ
の
２
物
件
に
付
加
価
値
を

生
む
こ
と
が

期
待
さ
れ
る

倉
真
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
実
現

に
向
け
た
所

見
を
伺
う
。

民
間
活
力
を
活
か
し
た
効
果
的

な
整
備
を
計
画

上
西
郷
地
区
整
備
推
進
事
業
用

地
は
、
民
間
活
力
を
活
か
し
た

「
新
し
い
時
代
に
向
け
た
効
果
的
な
整

備
」
を
行
う
た
め
、
現
在
、
企
画
提

案
の
公
募
を
実
施
し
、
年
内
に
は
事

業
内
容
と
事
業
協
力
予
定
者
が
決
定

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
倉
真
第
２

Ｐ
Ａ
は
、
事
業
予
定
者
が
計
画
策
定

中
で
す
の
で
、
ま
ず
は
、
閉
鎖
型
で

連
結
し
、
そ
の
後
、
課
題
を
整
理
し

な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

QA

男女共同参画週間の
キャッチフレーズ

20 年近く塩漬けの倉真第二
PA 用地

Q

Q

A

A

QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、各議員の一般質問の動画が視聴できます。
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・
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倶
楽
部

窪
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子

新
し
い
風

橋
本
勝
弘
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QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、各議員の一般質問の動画が視聴できます。

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
供
は

申
請
で
拒
否
で
き
る
よ
う
に

防
衛
大
臣
の
依
頼
に
応
え
て
、
市

は
市
民
の
個
人
情
報
を
自
衛
隊
に

紙
媒
体
で
渡
し
て
い
る
。
市
民
か
ら
の

申
し
出
に
よ
っ
て
提
供
を
拒
否
で
き
る

よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

県
内
市
町
の
状
況
を
調
査
し
、

研
究
し
て
い
く

自
衛
隊
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る

情
報
提
供
に
つ
い
て
、
全
国
の

政
令
指
定
都
市
な
ど
で
、
情
報
の
提
供

を
除
外
申
請
で
き
る
手
続
き
を
定
め
て

い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
県

内
市
町
の
状
況
を
調
査
す
る
な
ど
、
情

報
提
供
を
希
望
し
な
い
市
民
へ
の
対
応

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

「
生
理
の
貧
困
」
へ
の
対
応
は

申
請
制
で
な
く
配
布
を

声
の
あ
げ
に
く
い
生
理
用
品
の
配

布
は
、
女
性
の
健
康
を
守
る
権
利

保
障
の
た
め
、
申
請
で
な
く
無
償
配
布

し
、
配
布
す
る
袋
に
支
援
に
つ
な
げ
る

し
お
り
を

入
れ
る
な

ど
利
用
し

や
す
い
も
の

に
改
善
を
。

生
活
困
窮
者
を
支
援
し
て
い
く

生
理
用
品
も
購
入
で
き
な
い
ほ

ど
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
世
帯

を
把
握
し
、
支
援
す
る
た
め
に
新
た

な
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
住
所
・
氏
名
の
記
入
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
相
談
を

希
望
す
る
方
に
は
、
生
活
困
窮
者
支

援
制
度
に
繋
げ
、
そ
の
方
の
経
済
的

自
立
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
提
案
の
件
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
学
校
再
編
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
基
本

姿
勢
に
つ
い
て

・
市
民
の
命
と
生
活
を
守
る
コ
ロ
ナ
対
策
に

つ
い
て

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
に

対
す
る
対
応
は
十
分
か

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
順
次
行

わ
れ
、
市
民
の
期
待
も
高
い
が
、

副
反
応
に
対
す
る

不
安
の
声
も
多
い
。

正
確
な
情
報
発
信

や
不
安
要
素
を
払

拭
す
る
対
応
を
伺

う
。副

反
応
の
情
報
を
周
知
し
、

不
安
軽
減
に
努
め
て
い
る

接
種
会
場
で
は
薬
剤
師
に
相
談

が
で
き
る
体
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。
副
反
応
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
適
宜
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

配
布
を
接
種
会
場
や
医
療
機
関
で
実

施
し
、
不
安
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

掛
川
市
の
保
育
事
情
の
現
状
と

今
後
の
方
向
性
は

待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
た
施
設
整

備
が
進
む
反
面
、
大
き
な
定
員
割

れ
が
続
く
小
規
模
保
育
事
業
所
の
現
状

を
踏
ま
え
、
今
後
の
施
設
の
在
り
方
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
く

小
規
模
保
育
事
業
所
の
入
所
児

童
数
は
昨
年
と
比
較
す
る
と
減

少
し
て
い
る
状
況
で
す
。
昨
年
度
の

施
設
整
備
に
よ
る
定
員
増
、
雇
用
状

況
の
悪
化
、
出
生
数
の
減
少
に
よ
り

保
育
ニ
ー
ズ
の
上
昇
が
鈍
化
傾
向
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
要
因
で
あ
る
と
分

析
し
ま
す
。
小
規
模
保
育
事
業
所
は

保
護
者
の
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
必
要
な
施
設
で
あ
る
と
考
え

ま
す
の
で
、
Ｐ
Ｒ
動
画
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
、
広
報
・
案
内

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て

Q

Q

Q

A

A

A

A

日
本
共
産
党

議
員
団

勝
川
志
保
子

新
し
い
風

藤
澤
恭
子

掛川市で始まった
生理用品の配布

Q
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地
域
の
宝
で
あ
る
横
須
賀
高
等

学
校
の
今
後
は

掛
川
市
の
存
続
活
動
と
し
て
、
高

校
再
編
対
策
室
や
全
庁
体
制
の

協
議
会
の

設
置
、
学

校
に
通
う

生
徒
の
い

る
近
隣
市

へ
協
力
要

請
が
で
き

な
い
か
伺

う
。引

き
続
き
、
存
続
の
た
め
の

要
望
活
動
を
し
て
い
く

存
続
活
動
に
つ
い
て
は
、
何
よ

り
も
地
元
の
住
民
の
声
や
横
須

賀
高
校
の
生
徒
の
思
い
、
さ
ら
に
は

「
南
遠
地
域
教
育
環
境
整
備
推
進
協
議

会
」
を
中
心
と
し
た
多
く
の
市
民
や

事
業
者
の
声
が
、
静
岡
県
や
県
教
育

委
員
会
に
届
く
こ
と
が
最
も
重
要
な

こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
要

望
活
動
や
協
議
会
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
近
隣
市
に
も
横
須
賀
高
校

の
存
続
に
つ
い
て
の
協
力
を
お
願
い

し
て
い
き
ま
す
。

小
規
模
保
育
事
業
所
の
あ
り
方

は
入
所
希
望
時
に
、
希
望
者
の
家
庭

に
あ
っ
た
保
育
を
提
案
し
て
く
れ

る
人
の
配
置
を
し
て
、
選
択
肢
を
広
げ

る
体
制
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

希
望
に
あ
っ
た
園
を
選
択
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る

現
在
、
保
育
所
等
の
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
に
対
し
、
事
前

の
相
談
や
申
込
書
の
受
付
時
に
、
園

の
状
況
を
よ
く
知
る
職
員
が
丁
寧
に

案
内
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
立
園

に
対
し
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
を
依
頼
し
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
子
育
て
案
内

サ
イ
ト
「
か
け
っ
こ
」
等
に
掲
載
す

る
こ
と
で
、
園
を
知
る
機
会
を
増
や

す
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
家
庭
の
希

望
に
あ
っ
た
園
を
選
択
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め

の
計
画
・
審
議
会
の
設
置
を

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
、
各
年
代
ご

と
の
健
康
づ
く
り
や
競
技
力
向

上
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
人
間
形
成
、

介
護
予
防
、
社
会
保
障
費
の
抑
制
に
も

繋
が
り
、
観
光
振
興
・
交
流
人
口
の
増
加

に
も
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
ス
ポ
ー

ツ
振
興
計
画
」「
ス
ポ
ー

ツ
振
興
審
議
会
」
の
設

置
が
有
効
と
考
え
る
。

い
か
が
か
。

令
和
４
年
度
以
降
に
計
画
見
直

し
、
審
議
会
等
の
設
置
を
検
討

令
和
４
年
３
月
に
国
・
県
の
新

た
な
計
画
が
策
定
さ
れ
る
予
定

で
す
。
こ
れ
ら
の
計
画
を
踏
ま
え
て
、

令
和
４
年
度
以
降
、
計
画
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
計
画
策
定
に
お
い
て
は
、
外
部

の
専
門
家
や
市
民
か
ら
意
見
を
聞
く
た

め
の
策
定
委
員
会
を
、
計
画
策
定
後
に

計
画
の
推
進
と
進
捗
管
理
を
行
う
推

進
委
員
会
等
の
設
置
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

中
学
校
部
活
動
の
課
題
解
決
と

な
る
地
域
部
活
化
を
効
果
的
に

人
間
形
成
の
場
で
も
あ
る
中
学
校

部
活
動
は
、
生
徒
数
減
少
に
よ
る

存
続
の
危
機
や
、
教
職
員
の
長
時
間
勤

務
の
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
地
域
部

活
化
の
課
題
を
解
決
し
効
果
的
に
進
め

る
た
め
の
方
策
を
伺
う
。

各
中
学
校
や
地
域
の
関
係
団
体

等
と
連
携
し
て
検
討
を
行
う

保
護
者
や
教
員
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
部
活
動
の

地
域
展
開
に
つ
い
て
肯
定
的
な
回
答
が

多
数
で
あ
り
ま
し
た
が
、
費
用
負
担
の

在
り
方
や
活
動
場
所
へ
の
移
動
手
段
、

指
導
者
の
確
保
や
育
成
な
ど
の
課
題

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
魅
力
あ

る
活
動
の
体
制
づ
く
り
へ
向
け
て
、
各

中
学
校
や
地
域
の
関
係
団
体
等
と
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
久
保
田
市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

創
世
会

藤
原
正
光

市外から通う生徒が半数以上いる
横須賀高校

共
に
創
る
掛
川

富
田
ま
ゆ
み

QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、各議員の一般質問の動画が視聴できます。
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QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、各議員の一般質問の動画が視聴できます。

久
保
田
市
長
の
市
政
運
営
に

お
け
る
生
涯
学
習
都
市
宣
言

の
あ
り
方
は

生
涯
学
習
都
市
宣
言
第
一
節
と
報

徳
運
動
の
基
本
的
考
え
方
の
一
つ

で
あ
る
「
至
誠
・
勤
労
・
分
度
・
推
譲
」

と
の
親
和
性
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
の

よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
か
。

「
至
誠
・
勤
労
・
分
度
・
推
譲
」

に
つ
い
て
は
、
真
心
を
も
っ
て
勤

勉
に
生
き
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
、
地

域
、
周
り
の
人
た
ち
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
方
面
に
感
謝
の
心
を
表
し
て
い
く
こ

と
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
涯

学
習
都
市
宣
言
は
、
一
生
を
通
し
て
、

お
互
い
が
何
を
す
べ
き
か
を
学
び
続
け

て
、
自
ら
の
存
在
意
義
を
自
問
自
答
す

る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
報
徳
運
動
と
生
涯
学
習
都
市
宣

言
は
、
と
も
に
自
ら
の
生
き
方
の
意
義

や
、
地
域
や
社
会
へ
の
関
わ
り
や
貢
献

の
必
要
性
を
説
い
て
お
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
、
特
に
親
和
性
が
高
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
都
市
宣
言
を
、
市
政
運

営
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
運
動
は
、
様
々
な
活

動
を
通
し
て
学
び
続
け
る
こ
と

に
よ
り
、
人
生
を
豊
か
に
し
、
さ
ら
に

は
、
地
域
愛
や
市
民
力
の
向
上
に
も
繋

が
る
も
の
で
す
。
今
後
も
掛
川
市
の「
人

づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」
に
、
そ
の

考
え
を
し
っ
か
り
と
生
か
し
て
い
き
ま

す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
予
算
・
決
算
時
に
お
い
て
市
の
仕
事
を
成

果
指
標
で
審
査
等
で
き
る
仕
組
み
の
確
立

に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
対
策
で
集
積
さ
れ
る
個
人

情
報
が
国
等
へ
漏
洩
し
な
い
か

低
所
得
家
庭
や
ひ
と
り
親
世
帯
に

子
ど
も
一
人
当
た
り
５
万
円
給
付

す
る
事
業
に
付
随
し
て
、
多
額
の
シ
ス

テ
ム
改
修
費
と
デ
ー
タ
入
力
業
務
委
託

料
が
国
庫
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
。
国

主
導
の
国
民
監
視
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い

か
。他

の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
心
配

は
な
いシ

ス
テ
ム
は
、
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
に
対
し
、
迅
速
か
つ
適

切
に
支
給
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
構
築
及
び
運
用
に
あ

た
っ
て
は
、
掛
川
市
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ポ
リ
シ
ー
を
遵
守
し
、
個
人
情
報
を

適
切
に
取
り
扱
い
ま
す
。
ま
た
、
支

給
事
務
終
了
後
に
は
デ
ー
タ
を
消
去

し
た
上
で
、
サ
ー
バ
も
撤
去
し
、
再

利
用
も
行
わ
な
い
た
め
、
他
の
目
的
に

使
用
さ
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

原
発
の
是
非
と
浜
岡
原
発
の

再
稼
働
を
ど
う
考
え
る
か

予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
の
震
源
地

に
立
地
し
、
福
島
原
発
と
同
じ
危

険
を
内
包
す
る
浜
岡
原
発
は
廃
炉
に
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
ど

う
か
。

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
け

れ
ば
、
再
稼
働
は
で
き
な
い

と
考
え
る

新
規
制
基
準
に
基
づ
き
、
国
の

適
合
性
審
査
が
継
続
中
で
あ
り

ま
す
。
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
万
全

の
安
全
対
策
が
完
了
し
、
将
来
に
わ

た
り
安
全
・
安
心
が
確
保
さ
れ
、
国

と
中
部
電
力
が
市
民
に
対
し
、
し
っ

か
り
と
説
明
し
た
上
で
、
市
民
の
理

解
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
再
稼
働
は

で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

共
に
創
る
掛
川

鈴
木
久
裕

日
本
共
産
党

議
員
団

大
井
　
正

Q

Q

Q

A

A

A

A

Q
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予
算

令和３年度掛川市一般会計補正予算（第５号）について
令和３年度掛川市一般会計補正予算（第６号）について
令和３年度掛川市一般会計補正予算（第７号）について

条
例

掛川市特定個人情報の特例を定める条例の一部改正に
ついて

掛川市税条例の一部改正について

掛川市手数料条例の一部改正について

報

告

令和２年度掛川市一般会計繰越明許費の報告について

令和２年度掛川市一般会計事故繰越しの報告について

令和２年度掛川駅周辺施設管理特別会計繰越明許費の
報告について
令和２年度掛川市水道事業会計建設改良費繰越しの報告
について
令和２年度掛川市公共下水道事業会計建設改良費繰越
しの報告について

そ
の
他

掛川市市庁舎天井改修工事請負契約の締結について

掛川市消防団消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）購入契約の
締結について

大坂・土方工業用地造成工事変更請負契約の締結について

災害対応特殊はしご付消防ポンプ自動車購入契約の
締結について

人
事

掛川市固定資産評価員の選任について

掛川市農業委員会委員の任命について　２件

議
発

東京女子医科大学掛川キャンパスに係る決議について
全議員で決議を提出し、大学側と市の双方が納得いく話し合
いの場を持ち、今後のあり方を導き出すこと、また持続的な
関係をもつことを基本に置くよう強く要望

■全会一致で可決・同意・受理

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
た
め
一
家
に

一
台
端
末
を

行
政
か
ら
の
情
報
発
信
や
行
政
手

続
き
を
円
滑
に
行
な
う
た
め
に
、

一
家
に
一
台
端
末
を
提
唱
し
、
購
入
費

用
の
助
成
や
端
末
購
入
時
、
店
舗
で
の

掛
川
市
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
登
録
を

推
進
で
き
な

い
か
。

掛
川
市
Ｓ
Ｎ
Ｓ
登
録
者
数
の
増

加
を
図
っ
て
い
く

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
行
政
手
続

き
が
可
能
と
な
る
「
手
の
ひ

ら
市
役
所
」
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

操
作
が
不
慣
れ
な
方
々
に
対
し
、
端

末
を
活
用
で
き
る
方
々
が
支
援
す
る

仕
組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
様
々
な
機
会
に
市
民
向
け
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
、
登
録
者
の
増
加
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

災
害
時
の
が
れ
き
の
搬
出
計
画

は
先
日
の
牧
之
原
市
で
の
竜
巻
に
よ

り
多
く
の
が
れ
き
が
発
生
し
、
撤

去
、
回
収
と
処
分
に
苦
慮
し
た
。
掛
川

市
で
は
、
地
震
、
津
波
、
豪
雨
災
害
な

ど
に
よ
り
が
れ
き
が
発
生
し
た
場
合
の

搬
出
計
画
は
あ
る
の
か
。

「
掛
川
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計

画
」
を
策
定
し
て
い
る

計
画
で
は
、
発
災
後
、
必
要
に

応
じ
て
災
害
廃
棄
物
仮
置
き
場

を
速
や
か
に
開
設
し
、
可
燃
・
不
燃

の
分
別
に
加
え
、
さ
ら
に
細
か
く
分

別
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
災

害
廃
棄
物
の
処
理
は
、
今
後
、
環
境

資
源
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
代
わ
る
新
た
な

施
設
整
備
を
進
め
、
施
設
で
の
受
け

入
れ
が
可
能
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■賛否の分かれた議案（賛成多数可決)　　  ○○賛成　×反対
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掛川市道路線の認定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × ◯◯ ◯◯

＊議長（松本　均）は、採決には参加しません ＊ SKK▶市民派・公明倶楽部　共▶日本共産党議員団　共掛▶共に創る掛川　志▶志誠会
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QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、各議員の一般質問の動画が視聴できます。

６月定例会における審議結果一覧　６月定例会における審議結果一覧　６月定例会における審議結果一覧　

令和３年６月定例会11 かけがわ 市議会だより 一般質問Q&A
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